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１．これまでの経緯
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■これまでの経緯
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流域の概要、現地確認

第１回流域委員会（H30年12月10日）

治水・利水・環境の現状と課題
河川整備計画（素案）の提示

第２回流域委員会（H31年3月18日）

河川整備計画（原案）の提示

第３回流域委員会（R1年8月1日）

公表

関係住民の意見聴取

第１回アンケート（H31年2月）

関係機関協議・関係市町意見聴取

関係住民の意見聴取

第２回アンケート（R1年6月）

今回



２．前回の流域委員会での
意見・回答
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■前回の流域委員会
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平成31年3月18日に第2回流域委員会を実施

日時：平成31年3月18日（月） 15：00～16：20

場所：三重県勤労者福祉会館 5階第2教室

第2回流域委員会



■前回の流域委員会での意見・回答

6

平成31年3月18日 第3回流域委員会

Ｑ1：各種資料、特に環境に関する図面は、使用しているデータの作成年が分かる
ようにしてもらいたい。

Ａ1：データの作成年・調査年等を記載するように修正しました。



■前回の流域委員会での意見・回答
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平成31年3月18日 第3回流域委員会

Ｑ2：以前の資料には付いていた、生物が生息する箇所を地図上で整理した資料
を付けてもらいたい。

Ａ2：参考資料に環境情報図を添付しています。



■前回の流域委員会での意見・回答
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平成31年3月18日 第3回流域委員会

Ｑ3：河川整備基本方針では相合川・有田川の現況流下能力が不足していると整
理されているが、河川整備計画では改修が位置づけられていない。相合川流域で
浸水家屋が多い可能性があるので、浸水実績図に家屋浸水の位置を落としても
らいたい。また、整備実施後に台風第21号と同じ雨が降った場合における家屋浸
水被害の軽減効果も示してもらいたい。

Ａ3：家屋浸水の位置は次頁のスライドのようになり、相合川流域では、外水による
家屋浸水被害は報告されていません。
また、整備を実施することで台風第21号の流量を溢れずに流下可能となります。



■前回の流域委員会での意見・回答

9平成29年台風第21号浸水実績図（家屋浸水表示）

玉城町管理区間では、外城田川の
溢水により家屋浸水が発生

県管理区間では、外城田川沿川で
内水による家屋浸水が発生



■前回の流域委員会での意見・回答

10外城田川 計算水位縦断図（平成29年台風第21号流量）

河川整備の実施によって河川水位が低下し、
平成29年台風第21号流量を溢れずに流下可能



３．住民アンケート調査結果
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■アンケート調査の方法・配布範囲

12第１回外城田川流域アンケート
配布・回収結果

自治会名 第1回 第2回

有滝町 410 410

東豊浜土路 210 210

東豊浜西条 340 340

磯町 200 200

西豊浜小川 76 76

西豊浜団地 145 145

西豊浜森区 235 235

西豊浜上区 310 310

小俣町下小俣 450 465

小俣町米子 4 4

小俣町明野第1 115 115

小俣町新出 245 245

小俣町大久保 368 368

小俣町栄町 225 225

小俣町共敬 145 145

小俣町北本町 103 103

小俣町西本町 180 180

小俣町上久保 760 760

小俣町上惣 175 175

小俣町六軒屋 238 250

小俣町東新村 185 185

小俣町西新村 45 45

小俣町湯田 850 866

上地町 850 850

合計 6864 6907

調査方法：外城田川水系沿川の全世帯へ広報誌に同封して配布

外城田川流域アンケート配布数

総配布数
6907件

回収件数
1919件
28％

未回収件数
4988件
72％

外城田川流域アンケート
配布範囲

回収件数
2260件
33％

未回収件数
4604件
67％

総配布数
6864件

第２回外城田川流域アンケート
配布・回収結果



■第１回アンケート調査結果
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水害について

平成29年台風第21号で被害を受けたと回答した方は２割以上

平成29年台風第21号以外で被害を受けたと回答した方は約２割

外城田川が洪水に対して「危険・やや危険」と回答した方は４割強

洪水に対して危険だと思う理由としては、「河川の近くに住んでいる」が約４割と最も
多く、「堤防等の整備が不十分」が約２割、「過去に洪水被害にあった」が１割強

水質・水量
について

水質が「きれい・ややきれい」と回答した方は約２割、「汚い・やや汚い」と回答した
方は約５割

水量が「多い・やや多い」と回答した方は約１割、「少ない・やや少ない」と回答した
方は約６割弱

自然・
風景について

自然が「豊か・やや豊か」と回答した方が約３割強、「乏しい・やや乏しい」と回答し
た方が約４割

景観が「良好・やや良好」と回答した方が約３割、「悪い・やや悪い」と回答した方が
約５割弱であった

利用について

「よく行く」と回答した方は１割以上、「時々行く」と回答した方は２割以上

「ほとんど行かない」は４割以上、「行ったことがない」は１割以上

利用目的は「水量が多いとき様子を見る」が約３割と最も多く、「サイクリング・ジョ
ギング」も約３割、次いで自然観察が約１割であった

将来像について
「水害から人や家を守るための整備」を望む回答が３割以上と最も多い

「水質保護・改善」を望む回答も約２割、「自然環境の保護」は１割以上

目的：外城田川水系に対する住民意識とニーズの把握

調査期間：平成31年2月15日～平成31年2月25日



今のままで十分なので、これ以上整備する必要はない

その他

■第２回アンケート調査結果
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目的：外城田川河川整備計画に対する住民意見の把握

調査期間：令和元年6月15日～令和元年6月24日

外城田川の河川整備計画については、「洪水対策を優先的に進めてほしい」が
約4割、「洪水対策および高潮・地震・津波に対する対策を総合的に進めて欲し
い」が約3割を占めた。

外城田川・相合川・有田川の環境に関しては、「動植物にとって良好な環境を保
全してほしい」が最も多く、次いで、「河川で散歩や水遊びを楽しむことができるよ
うにしてほしい」が多くなった。

42.2% 19.6% 32.1% 4.4% 1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

外城田川水系の河川整備計画について、当てはまる番号を1つ選んで○で囲んでください。

外城田川・相合川・有田川の環境などに関して、これから望むことをお伺いします。（複数回答可）

洪水対策の必要性が高いため、引堤や堤防のかさ上

げ、河道掘削、川の中に堆積した土砂の掘削などの洪

水対策を優先的に進めてほしい

高潮や南海トラフ地震に対する地震・津波対策の必要

性が高いため、堤防のかさ上げなどの高潮・地震・津波

に対する対策を優先的に進めてほしい

洪水対策および高潮・地震・津波に対する対策を総合

的に進めてほしい



４．流域の概要
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■外城田川流域の概要
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関係市町村

伊勢市

玉城町

多気町

明和町

主要道路

伊勢自動車道

国道23号

県道37号
（鳥羽松阪線）

県道13号
（伊勢多気線）

鉄道

近鉄山田線

JR参宮線

外城田川流域
流域面積：約57.7km2

管理延長：約12.5km
（外城田川 約7.5km 相合川約4.0km
有田川約1.0km）

外城田川流域

と き だ そ う ご

う だ



■地形

17

上流域

上位段丘、緩斜面（山地・丘陵）、

谷底平野・氾濫平野

中流域

中位段丘、谷底平野・氾濫平野

下流域
下位段丘、谷底平野・氾濫平野

基図出典：国土交通省HP 5万分の1都道府県土地分類基本調査
伊勢（平成3年度調査） 贄浦（平成元年度調査） 松阪（昭和63年度調査）

地形分類図

上流域は上位段丘や緩斜面、中流域は中位段丘、下流域は下位段丘に囲ま
れ、谷底平野・氾濫平野の間を流れて伊勢湾に注いでいる。

凡 例

：管理河川

：管理河川上流

3～8″ ～15″ ～30″ 30″～
区分

不適

山頂山麓
緩斜面

Mb

一般斜面 Mc

急斜面 Md

谷部
緩斜面

P2

緩斜面 Hb

Hc
2 3 4
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傾斜区分

山
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C
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河川・池 P

低
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そ
の
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氾濫平野

傾斜区分

台
地
・
段
丘

M4M4

M4

L

KP
PS

S

C

C

FC

N

F4
F

S N

N
S

C

C

F

L4
F4

L4
F4

F

F4

L4
L4

h

P2

4

42
M4

F
A

V4

F4

4
4

2
3

2

A
A
P

3
A

U

U
U

N

N

P2
V5

P2P
PA

3

3 P2 V5
U424
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P
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P
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P

3
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P
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■地質
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基図出典：国土交通省HP 5万分の1都道府県土地分類基本調査
伊勢（平成3年度調査）贄浦（平成元年度調査）松阪（昭和63年度調査）

表層地質図

外城田川上流域～中流域、相合川、有田川の川沿いは、礫を主とする堆積物、
外城田川下流域の川沿いは、礫・砂・泥を主とする堆積物が多く見られる。

凡 例

：管理河川

：管理河川上流

gsm
礫・砂・泥を主とする
堆積物

s 砂を主とする堆積物

tl 礫を主とする堆積物

半固結
堆積物

th 礫を主とする堆積物

Si
S

M ミロナイト

Gd
G

Sb 黒色片岩

礫岩・砂岩・泥岩

花崗質岩類

固結堆積
物及び
火成岩・
変成岩

未固結堆
積物

M中生代
Tn 新第三紀
D 更新世
A 完新世

1 軟
2 中
3 高
a 軟
b 中
c 高
α 浅い
β 中程度
γ 深い

時代

岩体の
かたさ

岩片の
かたさ

風化の
深度



■植生

19資料：生物多様性センターホームページ 自然環境調査Web-GIS 植生調査（第6-7回［2007年、2011年］）

外城田川流域の主な植生は、スギ・ヒノキ・サワラ群集、アベマキ-コナラ群集、モ
チツツジ-アカマツ群落、人為的な影響を受けた代償植生・植林地などである。

有田川

凡 例

：管理河川

：管理河川上流

など

流域内の主な植生

スギ・ヒノキ・サワラ群集

アベマキ-コナラ群集

モチツツジ-アカマツ群集 など

堤内地

水田、市街地

河道内・沿川

ヨシ群落
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年降水量 平均年降水量（S51～H29） 年平均気温 平均年気温（S54～H29）

平均年降水量 1814mm

平均年気温 15.3℃

■気候

外城田川流域の年平均気温は15.3℃、平均年降水量は約1,814mmであり、全
国平均1,690mm（※）を上回る。

流域の気候は比較的温暖で、台風襲来が多くなる9月の降水量が特に多い。

20

【小俣観測所】年平均降水量・気温分布（S51～H29）

【小俣観測所】月平均降水量・気温分布（S51～H29）

※ 出典「平成27年版日
本の水資源について」
（昭和56年から平成22
年（1981年から2010年）
の全国約1,300地点の
資料をもとに国土交通
省水資源部で算出）データ出典：気象庁HP（過去の気象データ検索）

小俣（気象庁）

位置図
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■人口・世帯数

21
人口と世帯数（S35～H27）

外城田川に関連する市町村の人口・世帯数は、平成7年まで増加傾向であるが、

平成12年以降は、減少傾向となっている。平成17年11月1日に伊勢市と小俣

町・二見町・御薗村、平成18年1月1日に多気町と勢和村が合併しているが、合

併以降も人口・世帯数の減少傾向は変わっていない。

データ出典：三重県統計書（三重県HP）

※ 伊勢市・小俣町・二見町・御薗村はH17.11.1に合併、多気町・勢和村はH18.1.1に合併



■産業別就業者数
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外城田川に関連する市町村における産業別就業者数の推移をみると、第一次産

業に従事する人の割合が大きく減少し、第二次産業・第三次産業に従事する人

の割合が増加している。

産業別就業者数の変遷（S35～H27）
[伊勢市、小俣町、玉城町、多気町、明和町、二見町、御園村、勢和村の合計]

データ出典：三重県統計書（三重県HP） 産業別就業者数（従業地）より作成

※ 伊勢市・小俣町・二見町・御薗村はH17.11.1に合併、多気町・勢和村はH18.1.1に合併



水田

38.7%

水田

37.3%

畑地

17.2%

畑地

11.1%

森林

30.0%

森林

27.5%

市街地

8.5%

市街地

17.6%

水域

3.4%

水域

3.5%

その他

2.2%

その他

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

S51

H26

水田 畑地 森林 市街地 水域 その他

■土地利用の変遷

水田は昭和51年(1976)が38.7％、平成

26年(2014)が37.3％、と変化はない

市街地は昭和51年(1976)で8.5％を占

めていたが、市街化により平成26年

(2014)には17.6％に増加

外城田川の中流・下流で市街化が進展。

出典：国土数値情報
23

S51(1976)

H26(2014)

：市街化の進展

：畑地減少



■歴史・文化
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■歴史
近世
江戸時代、伊勢神宮の参拝の往来により伊勢街道が繁栄
し、旧小俣町は、参宮人を相手とする商業が発展した。

近現代
明治21年、市町村制の発布によって田丸町、佐田村、上
田辺村、下田辺村が合併して田丸町となり、東外城田村、
有田村、下外城田村もできる。昭和30年、田丸町、東外
城田村、有田村が合併して玉城町が誕生する。
昭和49年7月の台風8号、昭和57年8月の台風10号でも大
規模な浸水被害が発生する。平成29年10月の台風21号で、
玉城町の市街地を中心に大規模な浸水被害が発生する。

中世
延元元年、後醍醐天皇をもりたてるため、北畠
親房・顕信父子を対象と仰いだ神宮の神官や熊
野水軍が田丸山に砦を構えた。

原始・古代
弥生時代（1 3世紀）に外城田川流域に稲作
が始まり、それに伴い人々の居住が始まる。
桓武天皇の延暦十六年に斎王の離宮と大神宮の
御厨が湯田郡宇和西村（現在の小俣町）に移さ
れた。

きたばたけ

木造十一面
観音立像
（国指定重
要文化財）

栃ヶ池湿地植物群落
（県指定天然記念物）

ちかふさ あきのぶ

とちがいけ

下小俣かんこ踊り
（伊勢市指定無形
民俗文化財）

外城田川流域内には、国指定文化財が2件、県指定文化財が5件、伊勢市指定文化財が4件、玉城町指定文化財が11件、多気町
指定文化財が1件、明和町指定文化財が2件存在する。また、神宮の摂社が12社、末社が3社あります。

田乃家神社
（摂社）

津布良神社
（末社）

国指定文化財
県指定文化財
市・町指定文化財
摂社
末社

えんりゃくかんむ さいおう

みくりや うわぜ



■土地利用規制等

25

都市計画法：伊勢市と上流域の一部は都市計画区域に指定されている

自然公園法：自然公園の指定はない

鳥獣保護管理法：上流域の一部は「鳥獣保護区」に指定されている

砂防法：「砂防指定地」の指定はない

平成29年度三重県鳥獣保護区等位置図（三重県農林水産部獣害対策課）および都市計画図をもとに作図



５．現状と課題
（治水、利水、環境）

26



床上（戸） 床下（戸）

昭和34（1959）年9月
台風第15号
（伊勢湾台風）

869 1726
日雨量最大：190mm

（伊勢観測所）

3383.0 高潮・溢水
外城田川
相合川
有田川

伊勢湾台風災

害誌、玉城町

史下巻

昭和42（1967）年10月 台風第34号 0 20
24時間最大：222.5mm
時間最大　：39.6mm
（津観測所）

220.0 溢水
外城田川
相合川

水害統計

107 199 60分最大　：83mm
（伊勢観測所）

389.0 溢水・破堤 外城田川 水害統計

247 872
24時間最大：623.5mm
60分最大　：96mm
（伊勢観測所）

1751.0
浸水・破堤
溢水

外城田川 水害統計

0 10
24時間最大：201.2mm

（伊勢観測所）

90.4 内水 外城田川 水害統計

0 18
24時間最大：247mm
時間最大　：34mm
（小俣観測所）

724.2 内水
外城田川
相合川

水害統計

0 43
24時間最大：211mm
時間最大　：35mm
（小俣観測所）

210.6
有堤部溢水
内水

外城田川
相合川

水害統計

昭和58（1983）年9月 台風第10号 0 17
24時間最大：117mm
時間最大　：25mm
（小俣観測所）

0.9 内水 外城田川 水害統計

281 266
24時間最大：492.5mm
時間最大　：62mm
（小俣観測所）

1352.9 溢水・内水
外城田川
相合川
有田川

伊勢市資料
玉城町資料

平成29（2017）年10月 台風第21号

出典

昭和49（1974）年7月

昭和46（1971）年8月
台風23、25、26号
及び
秋雨前線豪雨

台風第8号及び豪雨
（七夕豪雨）

昭和50（1975）年8月 豪雨及び暴風雨

異常気象名浸水発生年月日

昭和51（1976）年9月 台風第17号と豪雨

昭和57（1982）年8月
豪雨、落雷、風浪と
台風第10号

浸水家屋戸数
雨量

水害区域
面積（ha）

水害要因 河川名

■外城田川流域の治水（水害の歴史）

平成29年の台風21号は近年では最大の水害であった。

27
※伊勢湾台風の被害数量は、伊勢市・小俣町・玉城町・多気町・明和町の合計

平成29年台風第21号の浸水家屋戸数は伊勢市貸与資料、玉城町貸与資料より、水害区域面積は浸水実績図をもとに計測



浸水被害範囲

■外城田川流域の治水（平成29年台風第21号での浸水被害）

平成29年台風第21号では、気象庁小俣観測所で観測史上最大の48時間雨

量539mmを記録し、下流は内水被害、上流は溢水による家屋被害を生じた。

28

写真①：外城田川の増水
で落橋した無名橋
（大野橋上流）

平成29年台風第21号
浸水実績図

※浸水実績図は「平成29年台風第21号による浸水実績図」（伊勢市HP：平成29年11月30日時点）
および玉城町・多気町ヒアリング結果をもとに作成

※伊勢市の浸水実績は、浸水の聞き取り調査や家屋被害の分布状況、衛星写真の解析結果などの
調査結果を基に示している。平成29年11月30日時点で浸水被害が判明している伊勢市内の区域
となっている事から、全てを網羅し高い精度で示されたものではない。

写真出典：「平成29年台風第
21号災害対応記録」（伊勢市）

写真①



■外城田川流域の治水（平成29年台風第21号での浸水被害）

平成29年台風第21号では、気象庁小俣観

測所で時間最大雨量62.0mmを記録し、西

豊浜水位観測所のピーク水位は4.39mとなり、

氾濫危険水位3.56mを0.83m超過した。

伊勢市では避難指示（緊急）、玉城町全域

で避難勧告が発令された。

外城田川流域の浸水家屋戸数は547戸、

浸水面積は1,293haとなった。

29

平成29年台風第21号の雨量と水位

10/22 20:00
62.0mm

浸水家屋戸数（戸） 浸水面積
（ha）床上 床下

伊勢市 3 16 533.2

玉城町 278 250 718.6

多気町 - - 37.8

明和町 - - 3.6

合計
281 266

1,293.2
547

外城田川流域における台風第21号の被害状況

※浸水面積は浸水実績図より流域内の浸水面積を計測
浸水家屋戸数は伊勢市貸与資料、玉城町貸与資料より

西豊浜水位観測所

小俣観測所

10/23 1:00
4.39m

雨量（小俣）

水位（西豊浜）



■外城田川流域の治水（既往計画）

30

外城田川・相合川・有田川は、昭和49年度と昭和57年度に発生した災害を受

けて、昭和61年度までに災害復旧助成事業による改修を実施した。

その後、昭和60年度に全体計画の変更認可を行い、河口～相合川合流点まで

が総合流域防災事業の区間である。

伊
勢
湾

相合川

650(m3/s)

170(m3/s)

磯
町
地
点
■

計画規模
外城田川：相合川合流点下流：1/30、相合川合流点上流：1/20
相合川：1/20

基準点 磯町

計画高水流量 650 m3/s

全体計画の概要

流量配分図

480(m3/s)
大
野
橋

外城田川

全体計画区間

総合流域防災事業区間



■外城田川流域の治水（外城田川現況流下能力）

外城田川の現況流下能力は、災害復旧助成事業の計画流量程度となっ
ている。

31外城田川 現況流下能力図
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■外城田川流域の治水（相合川現況流下能力）

32相合川 現況流下能力図

相合川の現況流下能力は、災害復旧助成事業の計画流量程度となって
いる。
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有田川の現況流下能力は、災害復旧助成事業の計画流量程度となって
いる。

■外城田川流域の治水（有田川現況流下能力）

33有田川 現況流下能力図
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■外城田川流域の治水（河川の整備状況）

外城田川・相合川・有田川は、災害復旧助成事業による改修が行われた。
災害復旧助成事業完了後、総合流域防災事業による改修が行われており、現在、河口～中
橋下流までの河道拡幅が完了している。

総合流域防災事業
（S58～）

34

中橋

【外城田川】災害復旧助成事業
（S49～S52）

【相合川】災害復旧助成事業

【有田川】
災害復旧助成事業
（S57～S61）

（S49～S52）（S57～S61）



■高潮・津波対策の状況（既存施設の構造）

外城田川河口部は、昭和35年（1960年）～昭和38年（1963年）に高潮対策事業
で堤防が整備されているが、南海トラフ地震では堤防の機能が失われる恐れがある。

L1津波※が発生した場合、一部において、堤防高が低い区間がある。

35

高潮堤防
写真①

写真①

※1L1津波：過去最大クラスの津波（比較的発生頻度が高い津波）

豊北漁港

高潮対策事業
（S35～S38）



■高潮・津波対策の状況（津波浸水想定）

36

L2津波※1が発生した場合では、浸水被害の発生が想定されてい
る。その場合、河口の有滝町や東豊浜町、樫原町では約2m～5m
の浸水、上流は国道23号付近までの浸水が想定されており、浸
水エリア外への避難が必要となる。

※1L2津波： 南海トラフの理論上最大クラスの地震を想定した場合想定される津波

外城田川

津波浸水予測図 伊勢市

有滝町

東豊浜町

樫原町



■外城田川流域の利水（水利用）
外城田川流域は、宮川用水の受益地域であり、4月～8月の代かき期、普通
期には農業用水の還元により流量が増加する。

37※「国営かんがい排水事業 宮川用水第二期地区事業誌」をもとに外城田川流域近傍について作成



■外城田川流域の利水（水利用）

慣行水利権

外城田川水系では4件の慣行水利権があり、かんがい目的で使用されている

38

区分 河川名 施設・井堰名 使用目的 位置

慣行水利権 外城田川 畑田揚水機 かんがい 伊勢市磯町１６４１－２７

慣行水利権 相合川 北浦田井堰 かんがい 小俣町日の田５１０１

慣行水利権 相合川 堀木田井堰 かんがい 小俣町伊州田４４３１-1

慣行水利権 相合川 津島湯井堰 かんがい 小俣町石川４７５１

許可水利権

許可水利権は、無い

津島湯井堰（相合川）

津島湯井堰



第１回アンケート調査（平成31年2月実施）によると、外城田川の利用頻
度は、「よく行く」が16.0％、「時々行く」が21.6％

利用目的は「水量が多い時様子を見る」 が28.8％ともっとも多く、次い
で「散策」が26.2％、「自然観察」が10.5％となっている。

39

■外城田川流域の利水（河川利用）

利用頻度（第１回アンケート結果） 利用目的（第１回アンケート結果）

よく行く

16.0%

時々行く

21.6%

ほとんど

行かない

45.3%

行ったことが

ない

17.2%

（回答者数：1684）



■環境調査の概要
現地調査

 平成30年8月に魚介類調査・植物調査・鳥類調査・昆虫類調査・両生・爬虫・哺乳類調査、平
成30年10月に植物調査、平成30年12月に鳥類調査を実施した。

文献調査
 既存文献で確認された流域に生育・生息する動植物を把握するため、文献調査を実施した。
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文献名 発行年 発行・著者

親子で楽しむ伊勢の自然ウォッチング 1996年3月 伊勢フィールド研究会 編

H14年度 一級河川宮川ほか河川水辺の国勢調査業務委託 2003年1月 三重県南勢志摩県民局伊勢建設部

H15年度 二級河川外城田川多自然型川づくりの計画検討業務委託 2004年1月 三重県南勢志摩県民局伊勢建設部

三重県の河口域魚類 豊橋市自然史博物館研報 2009年1月 荒尾一樹

H22年度 二級河川外城田川河川環境調査(魚類)業務委託 2011年1月 三重県伊勢建設事務所

三重県レッドデータ2015 ～三重県の絶滅のおそれのある野生生物～ 2015年3月 三重県農林水産部

一級河川汁谷川及び外城田川水系河川整備計画策定にかかわる植物類の現地報告 2018年5月 三重県文化財保護指導委員

平成29年度 宮川流域下水道(宮川処理区)環境影響事後調査業務委託 2019年3月 三重県中南勢流域下水道事務所

みえ生物誌(貝類/昆虫Ⅰ(甲虫)/昆虫Ⅲ(バッタ・カメムシ他)/植物/哺乳・爬虫・両生類,鳥類) ※ 2018年12月 三重自然誌の会

◇重要種の選定基準
「文化財保護法｣（昭和25年,法律第214号）及び文化財保護条例
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律｣（平成4年,法律第75号）
「環境省レッドリスト」(環境省)
「三重県レッドデータ2015～三重県の絶滅のおそれのある野生生物～」(三重県,2015年)

◇外来種の選定基準
特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律(平成16年,法律第78号)
我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト(環境省、農林水産省)

表 既存文献の一覧

※ 現地調査で確認された重要種の生息を確認。



1

■外城田川流域の環境（河川環境、植物）

2

3

外城田川の河口域には干潟、中洲が存在し、多種多様な生物が生息する、貴重な環境となっている。
植物調査の結果、102科451種(文献調査：300種、現地調査：285種)を確認。
重要種は、 48種(文献調査：42種、現地調査：11種)を確認。
特定外来種は、アレチウリ、オオカワヂシャ、オオキンケイギクの3種を確認。
外城田川の河口域では、シオクグ群集やハマボウ群落などの塩沼植物群落がみられた。
河道内植生は、ツルヨシ群集、カナムグラ群落、ススキ群落が多くみられた。

凡例：

管理区間上流端

河道内植生撮影地点
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【③上流域：外城田川】
・堰には魚道が設置されている。

【④相合川】
・河道内にツルヨシ等が繁茂。

【⑤有田川】
・河道内にミゾソバ等が繁茂。

5

【②中流域：外城田川】
・水際部に植生が広がる。

【①河口域：外城田川】
・干潟が広がる。

4



■外城田川流域の環境（魚類・底生動物）

【備考】
・赤文字：重要種 青文字：特定外来種
・生活型：「川の生物図典」(1996年(財)ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ)などを参考。

写真 外城田川で確認された魚類・底生動物

ミナミメダカ ヒモハゼ ヤリタナゴ

ハクセンシオマネキ ウミゴマツボウミニナ

外城田川 相合川 有田川

外St.1 外St.2 外St.3 相St.1 相St.2 相St.3 有St.1

1 ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ 回 1
2 コイ目 コイ科 コイ 淡 3 1

3 ヤリタナゴ 淡 3 5 22 24
4 アブラボテ 淡 5
5 タイリクバラタナゴ 淡 3 1 3 14

6 オイカワ 淡 8 15 8 41 92 6

7 ヌマムツ 淡 8 1

8 ウグイ 淡 4

9 タモロコ 淡 1 2 1

10 カマツカ 淡 1 3 2 9

11 ニゴイ属 淡 13 1
12 ドジョウ科 ドジョウ 淡 1 1 1
13 トウカイコガタスジシマドジョウ 淡 6 7
14 ナマズ目 ナマズ科 ナマズ 淡 1

15 サケ目 アユ科 アユ 回 31

16 ダツ目 メダカ科 ミナミメダカ 淡 1 6 22 9 7
17 カサゴ目 コチ科 マゴチ 汽水・海水 1

18 スズキ目 スズキ科 スズキ 汽水・海水 6 2

19 サンフィッシュ科 ブルーギル 淡 5 7 1 5 1

20 オオクチバス 淡 4 3 1 4

21 アジ科 イケカツオ 汽水・海水 1

22 タイ科 クロダイ 汽水・海水 3

23 ボラ科 ボラ 汽水・海水 8 12 1

24 イソギンポ科 トサカギンポ 汽水・海水 3

25 カワアナゴ科 カワアナゴ 回 1
26 ハゼ科 ミミズハゼ 回 3

27 ヒモハゼ 汽⽔・海⽔ 6
28 マハゼ 汽水・海水 8 2

29 アベハゼ 汽水・海水 3

30 カワヨシノボリ 淡 4 9 3 2

31 シマヨシノボリ 回 1 1

32 ゴクラクハゼ 汽水・海水 2 1

33 ヌマチチブ 回 7 7 2

34 タイワンドジョウ科 カムルチー 淡 1

46 49 88 46 109 158 29

10種 12種 14種 14種 11種 12種 5種

No. 目名 科名 種名
※1 生活型

合計：7目16科34種

図 外城田川・相合川・有田川の魚類・底生動物調査地点位置図

魚類は、10目25科66種(文献調査：64種、現地調査：34種)を確認。
現地調査の結果、重要種は8種：ヒモハゼ、ミナミメダカ、ヤリタナゴなど。外来種は3種：ブルーギル、オオ
クチバスなどを確認。
底生動物は、29目100科169種(文献調査：69種、現地121種)を確認。
現地調査の結果、重要種は17種：ハクセンシオマネキ、ウミニナなど。外来種は5種：アメリカフジツボなどを
確認。
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表 外城田川・相合川・有田川で確認された魚類



■外城田川流域の環境（鳥類・昆虫類）
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鳥類は、16目40科89種(文献調査：57種、現地調査：66種)を確認。
重要種は、現地調査でチュウサギ、コチドリ、シロチドリ、ケリなどの9種を確認。
外来種は、未確認。

昆虫類は、12目74科197種(文献調査：88種、現地調査：140種)を確認。
重要種は、現地調査でコオイムシ、コガタガムシなどの7種を確認。
外来種は、未確認。

チュウサギ コチドリ

コオイムシ
コガタガムシ 赤文字：重要種



■外城田川流域の環境（両生類、爬虫類、哺乳類）

両生類は、1目3科4種(文献調査：3種、現地調査：4種)を確認。
重要種は、現地調査でトノサマガエルの1種を確認。
外来種は、現地調査で特定外来種であるウシガエルの1種を確認。

爬虫類は、2目7科9種(文献調査：7種、現地調査：6種)を確認。
重要種は、現地調査でニホンイシガメ、ニホンスッポンの2種を確認。
外来種は、現地調査でミシシッピアカミミガメの1種を確認。

哺乳類は、3目5科5種(文献調査：2種、現地調査：4種)を確認。
重要種は、未確認。
外来種は、現地調査で特定外来種であるアライグマの1種を確認。

トノサマガエル ニホンスッポン

アライグマが確認された環境
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赤文字：重要種
青文字：特定外来種



■外城田川流域の環境（河川水質）

外城田川は、三重県により大野橋はB類型、野依橋はC類型の類型指定がなされている。
水質調査は、大野橋、野依橋等の地点で実施されており、三重県の調査は月1回、伊
勢市の調査は年4回行われている（※）。
観測年によって、水質にバラツキが見られるが、概ねB類型相当の水質となっている。
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豊浜橋

野依橋

野名面橋

惣野橋

大野橋

近鉄ガード下

※伊勢市による外城田川の水質調査は、大名橋・野名面橋・野依橋・豊浜橋は平成26年まで、惣野橋は平成25年まで



■外城田川水系の現状と課題
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項目 現状 課題

洪水

昭和49年7月洪水、昭和57年8月洪水において、甚大な浸水被害が
発生しており、この災害を契機に河川改修が実施されている。
その後、浸水被害はほとんど発生していなかったが、平成29年台風
第21号により浸水被害が発生している。
アンケートの結果において、河川改修により洪水に対して安全を保つこ
とを求める意見が大多数を占めた。

河道流下能力の
向上

津波
高潮

L1津波が発生した場合一部において堤防高が低い区間がある。
L2津波が発生した場合には浸水被害が生じることが想定されている。
アンケートの結果において、津波遡上を心配する意見がみられた。

津波、高潮に対
する対策（ハー
ド・ソフト）

河川
利用

外城田川水系は宮川用水によるかんがいが行われており、取水はあ
まり行われていない。
アンケートの結果において、外城田川水系を利用している方は約４割、
利用目的は散策が約３割と最も多い。

河川の維持管理

親水性の向上

環境

河口域には、大規模な中洲が存在し、鳥類などの生息、営巣地として
重要な場となっている。
外城田川流域に隣接する河川にヒヌマイトトンボの生息地が存在する。
回遊性生物が確認されている。
水生生物の移動を阻害する横断工作物はみられない。
水質は年によりバラツキがみられるが、概ねB類型を満足している。
アンケートの結果において、水量が少ない、水質が悪いと感じる方が５
割以上、自然が乏しいと感じる方が約４割であった。

多様な生物生息
環境の保持

重要種の保全、
特定外来種の移
入回避・除去

継続的な河川水
質の改善



６．河川整備基本方針(案)の概要
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■河川整備基本方針(案) の概要(計画規模)

治水の目標（河川整備基本方針（案））

外城田川 1/30以上 1/50以上 1/80以上 1/100以上

流域面積
（km2）

57.7 20未満 20～300 300～600 600以上

市街地面積（km2） 10.2 10未満 10～20 20～50 50以上

想
定
氾
濫
区
域
内

面積（ha） 1105.4 500未満 500～2,000 2,000～4,000 4,000以上

宅地面積
（ha）

23.1 80未満 80～240 240～1,000 1,000以上

人口
（千人）

7.3 10未満 10～30 30～100 100以上

資産額
（億円）

1048.7 200未満 200～2,000 2,000～5,000 5,000以上

出荷額
（億円）

78.6 100未満 100～1,000 1,000～3,000 3,000以上

三重県における基本方針計画規模の評価指標
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既定計画である工事実施基本計画（昭和６１年認可）の計画規模は年超過確率1/30

河川整備基本方針（案）における目標は、河川の重要度指標（流域面積、想定氾濫区

域内資産額など）、既定計画や整備状況を考慮すると年超過確率1/30が妥当である



■河川整備基本方針(案) の概要(基本高水流量)

河川整備基本方針

計画規模 1/30確率

基準地点 西豊浜

流域面積 50.22km2

洪水到達
時間

126 分

降雨強度 69.6mm/hr

流出計算
手法

合理式

基本高水
流量

700m3/s
49基本高水流量配分図

伊
勢
湾

国
道
23
号

県
道
37
号 近

鉄
山
田
線

有田川

相合川

外城田川

大
野
橋

■:基準地点
●:主要な地点

磯
橋
●

西
豊
浜
■

津
島
湯
橋
●

●
上惣之橋

710700540

230

80

140

単位:（m3/s）

基本高水流量

年超過確率30年の降雨に対し、700m3/s（基準地点：西豊浜）



■河川整備基本方針(案) の概要(既定計画)

既定計画と基本方針の変更点

工事実施基本計画
（昭和61年認可）

河川整備基本方針 変更理由

計画規模 1/30確率 1/30確率

基準地点 磯町 西豊浜 水位観測所があり、流域の水
文データ把握が可能

流域面積 49.58km2 50.22km2
基準地点の変更
内水域の見直し
（伊勢市の雨水排水計画）

洪水到達時間 136分 126 分 基準地点の変更、洪水到達時
間算定方法の変更

降雨強度 66.3mm/hr 69.6mm/hr 最新の降雨強度式

流出係数 0.70 0.713 土地利用の見直し

流出計算手法 合理式 合理式

計画流量 650m3/s 700m3/s 降雨強度式、洪水到達時間、
流出係数、流域面積の見直し
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■河川整備基本方針(案) の概要（対策案比較）

対策 特徴 概算事業費 評価

河
道
改
修
案

既定計画で河道改修が実施されており、河道掘削および
狭窄部の引堤、橋梁（近鉄橋梁を含む）の改築等によって、
河道の流下能力を増大させることが可能。 約262億円 ○

遊
水
地
案

改修に伴う引堤や近鉄橋梁の改築を避けるため、県管理
区間の上流付近での遊水地整備が考えられるが、遊水地
の候補地には優良農地が広がっており用地の取得が困難
である。

約675億円 ×

放
水
路
案

河道の流下能力以上の流量を放水路で分担する。

放水路の放流先として宮川が考えられるが、汁谷川が並
流しており、また、近鉄橋梁の上流付近から放水路を整備
して近鉄橋梁の改築を避けることができるが、放水路の水
位が宮川の計画高水位より低くなるため排水機場が必要
となり、現実的ではない。

― ×

ダ
ム
案

上流域の流量をダムでカットして、残りの流量を河道で分
担する。

外城田川の地形は丘陵地で山地がなく、ダム建設が可能
な適地がない。

― ×
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■河川整備基本方針(案) の概要（対策案比較）

52

ダム案
山地がないため
適地がない

放水路ルート

放水路案
放流先に宮川があり、
排水機場が必要となる
ため、現実的でない

遊水地案
優良農地のため、用地取得
が困難

遊水地（候補地）

ダム適地なし



■河川整備基本方針(案) の方向性

項目 方向性

洪水
高潮

河川整備基本方針における計画規模は、河川重要度、既定計画、県内他河川とのバラン
スを考慮して、1/30とする。

基本方針規模1/30の降雨に対する洪水に対して、現在、流下能力が不足しているため、
洪水処理対策（河道改修）を行う。

超過洪水に対しては、ソフト対策を進めるなど関係機関等と連携し、地域の防災力の向上
に努める。

地震
津波

必要に応じて堤防の耐震対策を実施し、地震発生時における堤防の機能の確保を図る。

津波に対しては、施設対応を超過する事象として、人命が損なわれないことを最優先し、
津波防災地域づくりと一体となった総合的な津波対策を推進し、減災を目指す。

河川
利用

今後の水利用の実態に応じて、関係機関との連携のもと、適切な水利用が図られるように
努める。

環境

瀬・淵などの良好な自然環境と河川景観を保全し、多様な動植物の生息・生育環境を次
世代に引き継ぐよう努める。

河川工事等による良好な河川環境への影響が懸念される場合には、代替措置や環境に
配慮した工法等を採用し、環境への影響の回避と軽減に努める。
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■河川整備基本方針(案) の概要（計画平面図）

54

必要に応じて地震・津波対策を実施する

計画堤防高未満の箇所は
局所的に築堤
必要に応じて護岸を整備

計画堤防高未満の箇所は
局所的に築堤
必要に応じて護岸を整備

計画堤防高未満の箇所は
局所的に築堤
必要に応じて護岸を整備

河道掘削
引堤
橋梁架替

凡 例

有田川 

基本方針区間

代表断面横断形状

6.0K

連続性の確保により､水
生生物の生息域の拡大
に努める

動物の生息・生育環境に
配慮し､水際植生の保全･
再生､瀬･淵の維持･形成
に努める

引堤・河道掘削により洪
水を安全に流す
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■河川整備計画(原案) の概要
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河川名
区 間 延長

(km)上 流 端 下 流 端

外城田川
左岸

伊勢市上地町字大久保地先の
県道鳥羽松阪線の大野橋

海に至る 7.5
右岸

伊勢市上地町字大久保地先の
県道鳥羽松阪線の大野橋

外城田川支川
相合川

左岸 度会郡玉城町長更字森本803番地先 外城田川への
合流点 4.0

右岸 度会郡玉城町長更字森本803番地先

相合川支川
有田川

左岸 度会郡玉城町世古字小垣内267番地先 相合川への
合流点 1.0

右岸 度会郡玉城町世古字小垣内267番地先

河川整備計画の対象区間

河川整備計画の対象期間

外城田川水系の河川整備計画は、外城田川水系河川整備基本方針に
基づいた河川整備の当面の目標であり、その計画対象期間は概ね30
年間とする。
本整備計画は、現時点における流域及び河川の状況に基づき策定し
たものであり、今後河川及び流域を取り巻く社会状況の変化などに
合わせて、必要に応じて適宜見直しを行っていくものである。



■河川整備計画(原案) の概要
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治水の目標（河川整備計画（原案））

河川整備計画（原案）における目標は、過去の流域内の浸水被害や県内各河

川の治水安全度のバランス、流域内のバランス等を考慮し、

外城田川（河口～相合川合流点）は年超過確率1/30

外城田川（相合川合流点～県管理区間上流端）は年超過確率1/5

とする

河川整備計画
（年超過確率1/30）

河川整備計画
（年超過確率1/5）

西豊浜
水位観測所



■河川整備計画(原案) の概要（治水対策の実施）
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河川整備の実施に関する事項

河川工事の目的

河川工事の施工場所

河川工事の目的は、洪水時の河川水位を低下させ、整備計画の目標
流量を安全に流すことを目的として、主に河道掘削や引堤により河
積を増大するとともに、堤防高が不足する区間については、堤防嵩
上げを行うことにより、洪水被害の防止を図る。
今後発生することが予想される南海トラフを震源域とする地震に対
しては、海岸整備と一体となって、減災に向けて必要となる地震・
津波対策を実施する。

水系名 河川名 工事区間 主な工事内容

外城田川 外城田川

河口～相合川合流点（延長 4.3km）
河道掘削、引堤、堤防
嵩上げ、護岸工、橋梁

架替

相合川合流点～県管理区間上流端（延長 3.2km）
河道掘削、堤防嵩上

げ、護岸工



■河川整備計画(原案) の概要（治水対策の実施）

59必要に応じて地震・津波対策を実施する

河道掘削
引堤
橋梁架替

凡 例

有田川 

局所的に築堤
必要に応じて護岸を整備

河川名 区間 整備メニュー

外城田川

河口～相合川合流点
（延長 4.3km）

河道掘削、引堤、堤防嵩上げ、
護岸工、橋梁架替

相合川合流点～
県管理区間上流端
（延長 3.2km）

河道掘削、堤防嵩上げ、護岸工

整備箇所・整備メニュー



■河川整備計画(原案) の概要（治水対策の実施）
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河川整備の実施に関する事項

主要工事の概要

河川工事においては、河道掘削や引堤により流下能力を向上させるとと
もに、堤防高が不足する区間については、堤防嵩上げを行うことにより、
洪水被害の防止を図るものとする。

河川工事

※河川工事は魚類をはじめとする動植物の生息・生育・生殖環境の保全や河川景観へも配慮しながら実施する
※今後の詳細な調査により必要に応じて変更する場合がある

河道掘削

（外城田川4.6k地点）

（外城田川6.0k地点）

（外城田川2.0k地点）

河道掘削

堤防嵩上げ

引堤

河道掘削

堤防嵩上げ
（三面張：粘り強い堤防）

堤防嵩上げ
（三面張：粘り強い堤防）



■河川整備計画(原案) の概要(計画高水流量)

河川整備計画

計画規模
（）内は相合川合流点

上流

1/30確率
（1/5確率）

基準地点 西豊浜

流域面積 50.22km2

洪水到達
時間

126 分

降雨強度 69.6mm/hr

流出計算
手法

合理式

基本高水
流量

700m3/s 61
計画高水流量配分図（河川整備計画）

単位:（m3/s）

基本高水流量

年超過確率30年の降雨に対し、700m3/s（外城田川：相合川合流点下流）

年超過確率5年の降雨に対し、 370m3/s（外城田川：相合川合流点上流）

■:基準地点
●:主要な地点
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整備計画河道では、改修により、整備計画流量を計画高水位以下で流下させる
ことができる

外城田川 水位縦断図（整備計画断面）

年超過確率30年 年超過確率5年
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■河川整備計画(原案) の概要(流下能力図)
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整備計画河道では、改修により、整備計画流量を計画高水位以下で流下させる
ことができる

外城田川 流下能力図（整備計画断面）



■河川整備計画（原案）の概要
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河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

河川の適切な利用については、今後とも関係機関との連携のもと、適切
な水利用が図られるよう努めるとともに、綿密な情報提供等、水利用の
効率化を促進し、さらに既得水利の取水が安定的になされ、かつ良好な
水環境が維持・改善されることを目標とする。

流水の正常な機能を維持するために必要な流量については、今後、流
況の把握に努めるとともに取水実態や動植物の生息・生育・繁殖環境等
の調査を行った上で設定に努める。



■河川整備計画(原案) の概要
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河川環境の整備と保全に関する目標

外城田川水系の特性が生み出す瀬・淵などの良好な自然環境と河川景観
を保全し、多様な動植物の生息・生育・繁殖する豊かな自然環境を次世代
に引き継ぐよう努め、川と地域住民の営みが共生できるような整備を推進
する。

河川工事等による良好な河川環境への影響が懸念される場合には、代替
措置や環境に配慮した工法及び構造の採用等により、環境への影響の回
避と軽減に努める。

動植物の生息・生育・繁殖地の保全については、外城田川水系の特性を
踏まえるとともに魚類や底生動物が河川の上下流や本支川等を往来できる
よう水域の連続性を確保し、生物の生活史を支える環境を確保できるよう
良好な自然環境の保全に努める。

外城田川の近傍にヒヌマイトトンボの生息地が存在することを踏まえ、その貴
重な自然環境の保全に努める。

良好な景観の維持・形成については、治水との整合を図りつつ、沿川の市
街地における憩いの場である良好な水辺景観の維持・形成に努める。また、
河川改修等においては、良好な景観との調和に配慮しつつ整備を進める。
維持管理においても、関係機関や地域住民と連携し、不法投棄の防止や、
草刈り等の取り組みを進め、良好な河川環境の整備に努める。



■河川整備計画(原案) の概要
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河川維持の目的、種類及び施行の場所

河道および河川管理施設の維持

河川内に堆積した土砂等が洪水の流下を阻害する恐れがある場合には、
必要に応じて土砂を撤去し、河積を確保するものとする。特に出水後は河
川巡視を実施し、主として土砂堆積の状況を確認する。

土砂の撤去の際には、平坦な河床としないなど自然環境への配慮を行う。

定期点検により法崩れ、ひび割れ、漏水、沈下等の異常が無いかを確認
する。異常が確認された場合には、必要な対策を実施し、堤体の機能維
持に努める。

河川管理施設の維持については、洪水、高潮、津波等の際、必要な機能
が発揮されるよう、計画的で適切な点検、巡視等を行い、必要に応じて補
修・更新を行う。

地域住民との連携を図り除草等の日常管理に努めるとともに、河川内のゴ
ミ等についても、関係機関等との連携を図りながら河川美化に努める。



■河川整備計画(原案) の概要
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河川維持の目的、種類及び施行の場所

水量の監視等

動植物の生息・生育・繁殖環境の保全及び利水の安定的な取水に必要
な流量の確保を目指し、水量の監視を行う。

関係機関との連携・協力のもと、適切な水利用の促進を図るとともに渇
水時の情報伝達体制の整備、綿密な情報提供等、水利用の効率化に
努める。

水質の保全

伊勢市等関係機関との連絡・調整や地域住民との連携・協働を図りなが
ら、より一層の水質改善に努める。

河川環境の適正な利用と管理

魚類等の水生生物への配慮として、河川・水域の連続性を確保する等、
外城田川水系に生息する動植物の生息・生育・繁殖環境の保全に努め
る。

河口部の中洲等の外城田川水系の特徴や近傍にヒヌマイトトンボの生息
地が存在することを踏まえ、その貴重な自然環境の保全に努める。



■河川整備計画(原案) の概要
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その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項

整備途上段階および超過洪水への対策

計画規模を上回る洪水や整備途上段階における洪水並びに発生頻度
は極めて低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす「最大クラスの
津波」による被害を最小限に抑えるよう、ソフト対策として、「防災みえ.jp」
による水位・雨量の情報提供等、総合的な被害軽減対策を流域の市等
関係機関や地域住民と連携して推進する。

内水被害の著しい地域においては、関係機関と連携・調整を図り、必要
に応じて内水被害の軽減対策を検討する。

流域内の開発等による河川への負荷を軽減するため、関係機関と連
携・調整を図り、雨水等の流出抑制対策に努める。

外城田川流域では、近年、2017年(平成29年)の台風第21号洪水によ
り甚大な浸水被害が発生していることから、情報伝達及び警戒避難体制
の整備を行うとともに、地域住民の防災訓練の参加等により、災害時の
みならず平常時から防災意識向上や水防活動の充実に努める。



■河川整備計画(原案) の概要
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その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項

河川情報の提供、流域における取り組みへの支援等に関する事項

河川事業の実施においては、地域住民等の関係者との「協働」を進め、
河川に関する各種情報の提供や地域関係者との意思疎通に努める。

河川管理者、地域住民や学校、企業、団体等の各主体がそれぞれの
担うべき役割を認識し、その役割を果たしつつ、相互の連携に努める。



８．今後の進め方
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■今後の進め方
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流域の概要、現地確認

第１回流域委員会（H30年12月10日）

治水・利水・環境の現状と課題
河川整備計画（素案）の提示

第２回流域委員会（H31年3月18日）

河川整備計画（原案）の提示

第３回流域委員会（R1年8月1日）

公表

関係住民の意見聴取

第１回アンケート（H31年2月）

関係機関協議・関係市町意見聴取

関係住民の意見聴取

第２回アンケート（R1年6月）

今回


